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「
美

し

鉱ゃ

山ま

ヴ

ア

リ

ス

と

鉱
山
｜
｜

柴

田

陽

弘

（
一
一
）

ゲ
オ
ル
グ
・
ア
グ
リ

i
コ
ラ
の
昔
か
ら
、

ド
イ
ツ
文
学
に
は
「
鉱
山
文
学
L

と
も
呼
ぶ
べ
き
系
譜
が
あ
る
。
そ
れ
は
十
八
世
紀
か
ら
十
九

円

io
－
 

世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
と
り
わ
け
ロ
マ
ン
派
の
地
平
に
お
い
て
、
ひ
と
き
わ
光
十
亡
を
放
っ
た
。
こ
の
時
代
の
詩
人
た
ち
と
鉱
山
と
の
関
わ
り

は
、
後
世
の
わ
れ
わ
れ
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
深
い
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
が
『
花
嗣
岩
に
つ
い
て
』
と
か
『
地
球
の
形

成
b 

な
ど
の
論
文
の
あ
る
鉱
山
学
者
で
あ
っ
て
、

ハ
2

）

上
げ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
・
パ
ウ
ル
に
お
け
る
「
鉱
山
」
は
、
本
題
か
ら
は
ず
れ
る
独
特
の
冗
舌
の
き
っ
か
け

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二
部
の
水
成
・
火
成
論
争
な
ど
鉱
山
の
モ
チ
ー
フ
を
し
ば
し
ば
取
り

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

ロ
マ
ン
派
の
「
夜
」

へ
の
志
向
は
、
必
然
的
に
鉱
山
の
「
地
下
」
の
世
界
と
結
び
つ
く
。

い
わ
ば
ロ
マ
ン
派
は
鉱

山
の
モ
チ
ー
フ
の
宝
庫
で
あ
る
。
テ
ィ
l
ク
の
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ヴ
ェ
ル
氏
の
話
』
を
は
じ
め
、

ホ
フ
マ
ン
の
『
フ
ァ
ー
ル
ン
の
鉱
山
』
、

ブ
レ
ン
タ
l
ノ
の
『
ゴ
ド
ヴ
ィ
』
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
な
か
で
も
ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス

（
本
名
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
デ

ン
ベ
ル
ク
、

一
七
七
二

l
一
八

O
一）

と
鉱
山
と
の
関
わ
り
は
、
他
の
詩
人
た
ち
と
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
深
い
。
彼
の
思
想
世
界
の
基
調



は
、
鉱
山
と
の
交
わ
り
か
ら
築
き
上
げ
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
で
あ
る
。
彼
は
ま
ず
職
業
上
の
必
要
か
ら
鉱
山
学
を
学
び
始
め
る
の

だ
が
、
や
が
て
そ
の
枠
を
は
る
か
に
越
え
て
、
彼
の
世
界
観
の
内
実
を
形
づ
く
る
ま
で
に
な
る
。
し
か
し
ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
と
鉱
山
と
の
関
わ

永
年
勤
め
、

り
は
、
決
し
て
唐
突
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
父
親
が
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
家
世
襲
の
領
地
で
あ
る
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
鉱
山
監
督
局
長
を

や

ま

い
わ
ば
ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
は
鉱
山

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
十
二
歳
の
折
り
に
は
、

ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
領
内
の
製
塩
所
長
に
転
じ
て
い
る
。

の
中
で
育
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

の
ち
に
鉱
山
を
生
涯
の
仕
事
場
と
す
る
下
地
は
、
す
で
に
こ
の
頃
か
ら
で
き
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
初
期
ロ
マ
ン
派
を
代
表
す
る
「
青
い
花
」
の
詩
人
は
、
幼
い
頃
か
ら
粉
塵
に
ま
み
れ
た
漆
黒
の
坑
道
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い

る
。
し
か
も
鉱
山
に
生
活
の
確
固
た
る
基
盤
を
求
め
た
し
た
た
か
な
職
業
人
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
短
い
生
涯
の
最
後
の
三
年
余
だ
け
を
取
り

上
げ
て
も
、
哲
学
と
自
然
科
学
へ
の
緊
迫
し
た
集
中
と
、
詩
作
品
の
充
実
と
、
職
業
上
の
栄
達
へ
の
努
力
と
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
い
ず
れ
の
営
為
と
も
、

「
鉱
山
」
は
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
七
九
七
年
の
暮
に
、

二
十
五
歳
の
ノ
ヴ
ァ

1
リ
ス
は
フ
ラ
イ
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ベ
ル
ク
の
鉱
山
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学
す
る
の
だ
が
、

そ
れ
以
降
の
年
譜
を
簡
単
に
し
る
し
て
み
る
と
ー
ー

一
七
九
八
年
、
本
格
的
な
自
然
科
学
研
究
の
開
始
。
『
花
粉
』
、
『
信
仰
と
愛
』
、
『
ザ
イ
ス
の
学
徒
た
ち
』
、
『
普
遍
的
草
稿
』
な
ど
。

一
七
九
九
年
、

フ
ォ
ン
・
オ
ッ
ベ
ル
の
記
録
係
と
し
て
各
地
の
製
塩
所
を
視
察
。

製
塩
所
試
補
に
任
命
さ
れ
る
。

『
キ
リ
ス
ト
教
世
界
あ

る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
、
『
聖
歌
』
、
『
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
デ
イ
ン
ゲ
ン
』
な
ど
。

一
八

O
O年
、
テ
ュ
l
リ
ン
ゲ
ン
郡
の
郡
長
を
志
願
。

ツ
ァ
ィ
。
ッ
、

ゲ

l
ラ
、

ボ
ル
ナ
、
ラ
イ
ブ
ツ
ィ
ヒ
地
方
の
地
質
学
調
査
旅
行
。
郡

長
補
に
任
命
さ
れ
る
。
『
夜
の
讃
歌
』
、
『
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
デ
イ
ン
ゲ
ン
』
続
稿
、
『
死
者
た
ち
の
歌
』
な
ど
。

ざ
っ
と
概
観
し
た
だ
け
で
も
、
鉱
山
ア
カ
デ
ミ
ー
入
学
か
ら
一
八

O
一
年
三
月
の
死
に
い
た
る
ま
で
の
軌
跡
は
、
学
問
へ
の
傾
倒
と
多
産

的
な
詩
の
創
造
と
職
業
上
の
累
進
の
怠
欲
と
に
満
ち
て
い
る
。

し
か
も
注
目
す
べ
き
は
、

そ
の
名
声
を
詩
作
品
に
負
う
て
い
る
ノ
ヴ
ァ

l
リ



ス
が
、
創
作
を
単
な
る
片
手
間

zoσ
。ロ訟の
F
O

と
み
な
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、

職
業
の
諸
相
が
、
「
鉱
山
」
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
つ
ぎ
に
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
の
学
問
と
創
作
と

（
一
一
〉

ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
が
職
業
の
対
象
と
し
て
鉱
山
と
直
接
関
わ
っ
た
の
は

一
七
九
五
年
十
二
月
三
十
日
に
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
領
の
製
塩
所
見

習
を
拝
命
し
、
翠
年
二
月
に
勤
務
を
始
め
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
後
か
ら
、
こ
の
職
業
に
必
要
な
専
門
知
識
の
不
足
を
補
う
た

め
、
猛
烈
に
書
物
を
読
み
始
め
る
。
勤
務
に
就
く
直
前
の
一
月
後
半
に
は
、
製
塩
に
必
要
な
化
学
の
知
識
を
習
得
す
る
た
め
、

ラ
ン
ゲ
ン
ザ

ル
ツ
ァ
の
ヴ
ィ
l
ク
レ
ー
プ
の
も
と
へ
赴
い
て
い
る
。
こ
の
人
は
薬
局
の
主
人
で
あ
っ
た
が
、
『
普
遍
化
学
お
よ
び
応
用
化
学
教
科
書
』
（
一

-279-

七
八
こ
な
ど
の
啓
蒙
化
学
書
を
数
多
く
書
い
て
令
名
が
高
か
っ
た
。
ま
た
当
時
流
布
し
て
い
た
シ
ュ
タ
l
ル
の
フ
ロ

l
ギ
ス
ト
ン
理
論
の

信
奉
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
燃
焼
す
る
物
体
に
は
「
火
の
精
」
と
呼
ば
れ
る
フ
ロ
l
ギ
ス
ト
ン
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
増
減
に
よ

っ
て
物
体
の
温
度
が
決
ま
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
熱
を
一
種
の
物
質
と
み
な
す
こ
の
い
わ
ゆ
る
燃
素
の
理
論
は
、
空
気
中
の
酸
素
の
役
割
が

ラ
ヴ
ォ
ワ
ジ
ェ
に
よ
っ
て
突
き
と
め
ら
れ
る
ま
で
、
通
説
と
し
て
権
威
を
ふ
る
っ
た
。

フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
化
学
の
教
授
ラ
ム
パ
l
デ
ィ
ウ
ス

も

こ
の
新
し
い
化
学
の
擁
護
者
だ
っ
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
ラ
ム
パ
l
デ
ィ
ウ
ス
に
学
ん
だ
ノ
ヴ
ァ

i
リ
ス
は
、
『
信
仰
と
愛
あ
る
い

（

6
）
 

は
王
と
王
妃
』
の
断
章
二
十
一
で
「
過
剰
な
熱
素
」
と
言
っ
て
い
る
。
さ
て
、
最
初
の
『
ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
伝
』
を
著
わ
し
た
ユ
ス
ト
は
こ
う

報
告
し
て
い
る
。

ノ
ヴ
ァ

1
リ
ス
は
「
全
課
程
を
修
め
る
の
に
十
日
か
十
二
日
で
こ
と
足
り
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
こ

の
道
の
泰
斗
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
l
ク
レ
ー
プ
は
、

（

7
）
 

の
で
あ
る
よ

ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
名
を
口
に
す
る
と
き
は
、
尊
敬
の
気
持
を
こ
め
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た



一
七
九
六
年
二
月
か
ら
、
デ
ュ
レ
ン
ベ
ル
ク
、
ア
ル
テ
ル
ン
、
ヶ
l
ゼ
ン
の
製
塩
所
で
の
忙
し
い
毎
日
が
始
ま
る
。
な
る
ほ
ど
初
め
は

（

8
）
 

「
な
じ
め
な
い
」
感
じ
の
あ
っ
た
こ
こ
で
の
仕
事
に
も
や
が
て
慣
れ
、
同
年
の
七
月
に
は
、
友
人
の

F
・
シ
ュ
レ
l
ゲ
ル
に
こ
う
書
き
送
っ

「
す
べ
て
に
満
足
し
て
い
る
よ
、

ま
だ
時
折
自
分
に
満
足
で
き
な
い
け
れ
ど
も
ね
：
：
：
父
は
ぼ
く
の
勤
勉
ぶ
り
に
満
足
し
て
い
る
し
、
ぼ

く
は
こ
の
仕
事
が
退
屈
だ
な
ど
と
苦
情
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
ぼ
く
は
ま
す
ま
す
す
べ
て
の
中
に
、
驚
く
べ
き
全
体
の
高
貴
な
分

肢
を
感
じ
て
い
る
l
i
lぼ
く
が
成
長
し
て
入
り
こ
み
、
ぼ
く
の
自
我
を
い
っ
ぱ
い
に
満
た
し
て
く
れ
る
は
ず
の
全
体
の
ね
｜
｜
」

こ
の
証
言
は
、

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
の
精
神
の
成
長
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
彼
の
生
涯
の
課
題
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
懸
案
で
も
あ

っ
た
「
内
部
」
と
「
外
部
」
と
の
連
関
、

「
主
体
」
と
「
客
体
」
な
い
し
「
自
我
」
と
「
自
然
」

の
相
互
の
連
関
を
ど
う
解
決
す
る
か
と
い

-280ー

う
問
題
に
、

ひ
と
つ
の
光
明
が
見
え
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
で
に
テ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
郡
役
所
に
勤
務
し
て
い
た
一
七
九
五
年
の

秋
に
、

ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
は
フ
ィ
ヒ
テ
と
徹
底
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
の
成
果
で
あ
る
彪
大
な
『
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
ノ
l
ト
』
の
断
章
群
の

中
に
、
「
自
我
日
非
我
」
「
自
我
は
汝
」
と
い
う
命
題
が
見
い
出
さ
れ
る
。
主
体
と
客
体
の
動
的
連
関
に
つ
い
て
の
こ
の
命
題
は
、
な
る
ほ
ど

フ
ィ
ヒ
テ
を
越
え
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
予
感
な
い
し
直
観
で
あ
っ
て
、
系
統
だ
っ
た
論
理
の
筋
道
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の

（叩〉

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
右
の
ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
の
こ
と
ば
は
、
こ
の
予
感
が
次
第
に
は
っ
き
り
と
形
を
な
し
て
き
で
お
り
、
彼
の
内
部
に
独

自
の
ロ
マ
ン
哲
学
が
育
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
は
、
ア
ル
テ
ル
ン
、
ケ
l
ゼ
ン
、
ア
イ

（日〉

ス
レ
l
ベ
ン
な
ど
の
製
塩
所
を
視
察
し
て
廻
る
「
旅
か
ら
旅
へ
の
毎
日
」
で
あ
っ
た
が
、
い
よ
い
よ
深
ま
る
地
下
の
坑
道
と
の
交
わ
り
が
、

そ
の
哲
学
に
影
響
を
与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ノ
ヴ
ァ
！
リ
ス
は
一
七
九
七
年
三
月
に
、
許
嫁
だ
っ
た
ゾ
フ
ィ
l
・
フ
ォ
ン
・
キ
ュ
l
ン
を
病
い
で
失
な
う
と
い
う
不
幸
に
見
舞
わ
れ



る
。
そ
の
死
の
直
後
、

ユ
ス
ト
に
宛
て
て
こ
う
書
い
て
い
る
｜
｜

「
神
と
い
う
観
念
、
が
日
ま
し
に
親
し
み
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
」

さ
ら
に
つ
づ
け
て
｜
｜

「
学
聞
は
ま
す
ま
す
ぼ
く
の
興
味
を
か
き
た
て
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
ぼ
く
は
よ
り
高
い
目
的
に
従
っ
て
ー
ー
よ
り
高
い
立
場
か
ら
学
問

を
研
究
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
見
え
な
い
世
界
を
視
る
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
、
学
問
と
わ
ず
か
な
友
と
職
務
の
中
に
、
ぼ
く
は
最
後
の
息

〈ロ）

を
ひ
き
と
る
ま
で
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

不
幸
を
克
服
し
よ
う
と
い
う
闘
い
の
中
で
、
学
問
と
職
務
に
没
頭
し
な
が
ら
、
見
え
ざ
る
「
内
部
」
の
世
界
、

い
わ
ば
「
神
」
の
領
域
に

近
づ
き
つ
つ
あ
る
ノ
ヴ
ァ

i
リ
ス
の
精
神
の
躍
動
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
頃
の
読
書
に
は
、
『
マ
イ
ス
タ
l
』
や
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
と
な
ら
ん

で
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
『
知
識
学
の
原
理
に
よ
る
自
然
法
の
基
礎
』
（
一
七
九
六
）
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
『
哲
学
の
原
理
と
し
て
の
自
我
に
つ
い
て
、
あ
る

い
は
人
間
の
知
に
お
け
る
無
制
約
者
に
つ
い
て
』
（
一
七
九
五
）
『
自
然
哲
学
論
考
』
（
一
七
九
七
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
一
七
九
七
年
の

-281-

十
月
と
十
一
月
に
は
、

オ
ラ
ン
ダ
の
哲
学
者
へ
ム
ス
テ
ル
ホ
イ
ス
を
研
究
す
る
。
こ
れ
ら
の
哲
学
者
と
対
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
た
深

刻
な
内
面
の
危
機
の
克
服
を
通
じ
て
、
ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
は
次
第
に
よ
り
高
次
の
調
和
の
観
念
、
見
え
ざ
る
内
部
の
世
界
を
感
じ
と
っ
て
い
く
。

（
一
二
〉

一
七
九
七
年
十
月
三
十
一
日
、

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
の
父
は
選
帝
侯
に
宛
て
て
、
息
子
の
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
鉱
山
ア
カ
デ
ミ
ー
入
学
の
許
可
願
い

を
送
る
。
同
年
十
一
月
六
日
、

ザ
ク
セ

γ
の
財
政
を
司
る
枢
密
財
政
評
議
員
会
の
議
長
ヴ
ァ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
伯
爵
が
、
選
帝
侯
の
名
に
お
い

て、

フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
上
級
鉱
山
監
督
局
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
命
令
を
送
付
し
た
。
同
人
の
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
で
の
講
義
聴
講
、
当
地
な
ら
び
に



オ
ー
バ
ー
ゲ
ピ
ュ
ル
グ
の
鉱
山
お
よ
び
精
錬
所
の
鉱
坑
視
察
を
許
可
す
る
。
同
年
十
一
月
十
五
日
、

上
級
鉱
山
監
督
局
は
グ

i
ア
・
ザ
グ
セ

ン
の
す
べ
て
の
監
督
局
に
宛
て
て
、
管
轄
下
の
採
掘
場
、
砕
鉱
場
、
洗
鉱
場
そ
の
他
の
作
業
場
へ
の
同
人
の
立
ち
入
り
お
よ
び
見
学
を
許
可

す
る
旨
発
令
す
る
。
同
時
に
、

フ
ラ
イ
ベ
ル
グ
大
学
教
授
の
ヴ
ェ
ル
ナ
！
と
ラ
ム
パ
l
デ
ィ
ウ
ス
、

（凶）

ラ
l
に
、
講
義
聴
講
許
可
が
要
清
さ
れ
る
。

お
よ
び
上
級
鉱
山
監
督
局
秘
書
官
ケ

l

お
お
む
ね
右
の
経
緯
で
、
十
二
月
一
日
、

ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
は
フ
ラ
イ
ベ
ル
グ
へ
む
か
う
。
フ
ラ
イ
ベ
ル
グ
は
一
一
六
八
年
以
来
銀
山
で
栄

え
た
鉱
山
都
市
で
あ
る
が
、
十
六
世
紀
後
半
に
全
盛
を
む
か
え
て
以
後
、
産
出
量
は
下
降
線
を
た
ど
る
一
方
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
七
年
戦
争

後
の
ザ
ク
セ
ン
の
経
済
の
疲
弊
は
甚
し
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
重
要
な
財
源
の
「
再
興
」
が
国
家
の
関
心
事
の
一
つ
に
な
っ
た
。

ブ
一
フ
イ
t

ベ

ル
ク
の
鉱
山
ア
カ
デ
ミ
ー
の
設
立
に
は
、
こ
の
事
情
が
背
景
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
偏
重
の
採
掘
技
術
を
改
良
し
、
学
問
の
裏
づ
け
に
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よ
っ
て
鉱
山
の
振
興
を
凶
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ザ
グ
セ
ン
経
済
の
立
て
直
し
の
た
め
の
い
わ
ゆ
る
「
再
興
」
が
は
か
ば
か
し
い
成
果
を

あ
げ
た
と
は
一
一
一
一
口
い
難
い
が
、
製
塩
業
と
鉱
山
業
に
お
い
て
は
か
な
り
の
成
功
を
収
め
た
。
九
十
年
代
の
初
頭
に
は
、
フ
ラ
イ
ベ
ル
グ
銀
山

八
十
年
代
の
ザ
グ
セ
ン
国
内
の
全
鉱
山
の
産
出
量
を
さ
え
凌
駕
す
る
に
い
た
る
。
い
わ
ば
十
八
世
紀
の
歴
史
的
文

の
産
出
量
は
増
大
し
、

脈
の
中
で
は
、
鉱
山
業
は
花
形
産
業
で
あ
り
、
鉱
山
監
督
官
は
輿
望
を
に
な
う
花
形
職
業
で
あ
っ
た
と
言
え
な
く
は
な
い
。
こ
う
し
て
、

七
六
五
年
に
世
界
最
初
の
工
科
大
学
と
し
て
創
立
さ
れ
た
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
鉱
山
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
、

（凶）

業
生
名
簿
』
に
は
、
日
本
を
は
じ
め
と
し
て
、

位
界
中
か
ら
俊
秀
が
集
ま
っ
た
。

『卒

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
、
南
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
学
生
の
名
も
見
え
る
。

ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
の

入
学
し
た
頃
は
、

わ
ず
か
五
、
六
十
人
の
学
生
を
擁
す
る
に
過
ぎ
ぬ
小
大
学
だ
っ
た
が
、
秀
れ
た
教
授
陣
に
よ
っ
て
、
学
問
研
究
と
教
育
の

拠
点
に
な
っ
て
い
た
。

ノ
ヴ
ァ

I
リ
ス
は
、
創
立
以
来
四
九
三
人
日
の
学
生
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
彼
は
こ
こ
に
、
一
七
九
七
年
十
二
月
か

ら
一
七
九
九
年
の
復
活
祭
主
で
在
学
し
た
が
、
そ
の
聞
に
ど
の
よ
う
な
講
義
を
聴
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
は
学
期
と
い
う
区
分
は
な
か
っ



た
か
ら
、

ま
ず
こ
こ
で
は
、

一
七
九
七
年
の
復
活
祭
か
ら
翌
年
の
復
活
祭
ま
で
の
講
義
録
を
見
て
み
よ
う
。

ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
は
途
中
か
ら
参

加
し
た
こ
と
に
な
る
。

）
 

1
1
 

（
 
A
・
G
－
ヴ
ェ
ル
ナ

l

ご
般
鉱
山
学
」
「
フ
ラ
イ
ベ
ル
グ
鉱
医
の
知
識
と
そ
れ
を
得
る
法
」
「
鉱
物
分
類
学
」
「
地
球
観
相
学
」
「
鉄
冶
金
学
」

。，
，

U

「
純
粋
数
学
」
「
物
理
学
」
「
鉱
山
機
械
論
」
「
土
地
測
量
法
」
「
理
論
的
鉱
区
測
量
術
」

円
〈
リ

J
・
F
・
レ
ム
ベ

A
・

w
－
ケ

l
ラ

l

「
グ
l
ア
・
ザ
グ
セ
ン
鉱
山
法
」
「
鉱
業
文
体
」

(4) 

W
・
A
－
ラ
ム
パ
l
デ
ィ
ウ
ス
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「
普
遍
冶
金
学
を
含
む
普
遍
化
学
お
よ
び
分
析
化
学
」

こ
の
ほ
か
、
少
な
く
と
も
週
に
三
日
か
四
日
、
鉱
山
監
督
官
に
よ
る
実
習
が
あ
っ
た
。
翌
一
七
九
八
年
の
復
活
祭
か
ら
一
年
間
の
講
義

で
、
ヴ
ェ
ル
ナ
l
は
機
械
鉱
山
学
、
鉱
物
分
類
学
、
地
球
観
相
学
、
鉄
治
金
学
、

と
く
に
鉱
山
百
科
全
書
学
を
担
当
し
て
い
る
。

レ
ム
ベ
は

算
術
、
幾
何
学
、
平
面
お
よ
び
立
体
三
角
法
、
実
験
お
よ
び
理
論
物
理
学
、
応
用
数
学
、
鉱
山
機
械
論
を
、
ラ
ム
パ
l
デ
ィ
ウ
ス
は
冶
金
学

ケ

l
ラ
l
は
、
病
気
の
た
め
休
講
だ
っ
た
。

を
特
別
に
顧
慮
し
た
普
遍
化
学
、
分
析
お
よ
び
技
術
経
済
化
学
、
普
遍
冶
金
学
を
講
義
し
た
。

フ
ラ
イ
ベ
ル
グ
鉱
山
ア
カ
デ
ミ
ー
の
最
初
の
教
師
た
ち
に
は
、
数
学
・
工
学
・
物
理
学
・
理
論
鉱
山
測
量
学
の
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
、
冶

金
学
の
ゲ
レ
ル
ト
、
鉱
山
学
・
鉱
物
学
の
ロ
マ

l
、
実
践
鉱
山
測
量
学
の
リ
ヒ
タ

l
、
試
金
学
の
ク
ロ
ッ
チ
ュ
な
ど
錆
錯
た
る
学
者
た
ち
が

、h

－o

t
v
争
心

ノ
ヴ
ァ
！
リ
ス
の
入
学
し
た
頃
に
は
、
彼
ら
は
す
で
に
大
学
を
去
る
か
、
死
亡
し
て
い
た
か
ら
、

ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
は
、
こ
れ
ら
鉱
山



諸
学
の
先
達
た
ち
の
後
を
襲
っ
た
第
二
世
代
の
学
者
た
ち
の
馨
咳
に
接
し
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生
に
は
二
種
類
あ
っ
た
。

ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
の
よ
う
な
自
費
学
生
と
、
奨
学
生
な
ら
び
に
ザ
グ
セ
ン
国
民
た
る
給
費

生
で
あ
る
。
給
費
生
に
市
民
階
級
の
出
身
者
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
彼
ら
は
坑
夫
の
服
に
身
を
か
た
め
、
将
来
国
務
に
つ
く
こ
と
を
前
提
に

無
料
で
講
義
を
受
け
た
。

た
い
て
い
二
年
目
か
ら
手
当
て
も
支
給
さ
れ
、
自
由
契
約
に
よ
っ
て
坑
内
で
随
意
に
働
き
収
入
を
得
る
こ
と
も
で

き
た
。
そ
の
か
わ
り
勉
学
と
実
務
と
に
つ
い
て
の
日
誌
を
つ
け
、
毎
年
試
験
に
及
第
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
た
い
て
い
の
講
義

は
、
自
費
学
生
に
特
別
講
義
と
し
て
与
え
ら
れ
た
。

ノ
ヴ
ァ

i
リ
ス
も
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
講
義
を
と
っ
た
に
違
い
な
い
。
彼
に
は
、
特
定

の
科
目
を
と
っ
た
り
、
試
験
に
及
第
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
は
な
か
っ
た
が
、
彼
が
書
き
遺
し
た
広
汎
な
学
問
の
諸
分
野
に
つ
い
て
の

庖
大
な
断
章
群
か
ら
も
、
き
わ
め
て
勤
勉
な
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
『
普
遍
的
草
稿
』
ロ

g
k
E
m
o
g巴
兄

-284ー

回

S
Z山
口
。
ロ
（
一
七
九
八
l
九
九
）

に
は

lll
「
重
力
論
ー
ー
と
普
遍
算
術
と
を
ま
ず
調
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
前
者
へ
は
一
時
間
、
後
者
へ

は
二
時
間
を
あ
て
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
部
は
長
編
小
説
に
、

へ
書
き
込
む
こ
と
に
す
る
。
残
り
の
時
聞
は
、

（却）

一
部
は
さ
ま
ざ
ま
な
読
書
に

l
lそ
し
て
化
学
と
百
科
全
書
学
一
般
に
捧
げ
ら
れ
る
。
」

し
ば
し
ば
彼
が
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
鉱
道
へ
下
り
て
研
績
を
積
ん
で
い
た
こ
と
は
、
師
の
ヴ
ェ
ル
ナ
l
の
証
言
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で

つ
い
で
に
思
い
つ
い
た
こ
と
は
、

『
普
遍
的
草
稿
』

き
る
し
、

カ
ロ
リ
ー
ネ
・
シ
ュ
レ

l
ゲ
ル
に
宛
て
た
手
紙
で
、
今
は
「
地
下
に
い
る
こ
と
が
多
く
」

組
ん
で
い
る
」
と
報
告
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

「
地
上
で
は
骨
の
折
れ
る
研
究
と
取
り

（四〉

一
七
九
八
年
九
月
一
日
付
の
父
親
に
宛
て
た
手
紙
で
、

（沼）

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
は
金
の
無
心
を
し
て
い
る
。
鉱
山
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授
ラ
ム
パ

l



デ
ィ
ウ
ス
と
レ
ム
ペ
に
支
払
う
授
業
料
と
、
同
校
の
フ
ラ
ン
ス
人
学
生
ド
l
ピ
ュ
ソ
ン
か
ら
受
け
て
い
る
数
学
の
家
庭
教
師
代
で
あ
る
。
ド

ー
ピ
ュ
ソ
ン
に
は
十
二
週
間
分
の
借
金
が
あ
る
と
報
告
し
、

レ
ム
ベ
に
払
う
金
は
捨
て
る
よ
う
な
も
の
だ
と
憤
慨
し
て
い
る
。

レ
ム
ベ
は
教

育
者
と
し
て
失
格
だ
と
攻
撃
す
る
一
方
で
、

「
ヴ
ェ
ル
ナ
！
と
ラ
ム
パ

l
デ
ィ
ウ
ス
、
が
こ
の
中
で
は
い
い
ん
で
す
。

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
は
大
変

か
わ
い
が
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
後
見
人
の
フ
ォ
ン
・
オ
ッ
ベ
ル
に
は
、
「
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
を
知
っ
た
こ
と
で
、
私
の
仕
事
に

（担）

新
し
い
活
力
、
が
生
ま
れ
、
方
向
が
定
ま
り
ま
し
た
」
と
感
謝
の
気
持
を
述
べ
て
い
る
。

H
・
シ
ュ
テ
ヅ
フ
ェ
ン
ス
は
、
ヴ
ェ
ル
ナ
！
の
人
格

F

お）

と
称
讃
し
た
。
偉
大
な
寛
容
の
精
神
、

か
ら
発
散
す
る
光
彩
を

「
こ
れ
ほ
ど
の
確
固
た
る
自
己
完
結
の
個
性
に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
」

愛
情
が
深
く
、
学
生
の
ひ
と
り
ひ
と
り
を
思
慮
深
く
取
り
扱
う
教
育
者
と
し
て
の
立
派
さ
、
感
動
的
な
講
義
な
ど
を
弟
子
た
ち
は
数
え
上
げ

て
い
る
。
科
学
的
な
分
析
の
精
神
、
鋭
い
感
受
性
、
自
然
現
象
へ
の
没
頭
な
ど
が
、
こ
の
人
物
を
独
得
の
生
彩
あ
る
も
の
に
し
て
い
た
よ
う

（

mm）
 

で
あ
る
。

さ
て
ヴ
ェ
ル
ナ

l
は、

一
七
四
九
年
、
十
六
世
紀
の
初
め
か
ら
六
代
に
わ
た
っ
て
ヴ
ァ
イ
ダ
の
鉄
精
錬
所
を
所
有
す
る
家
系
に
生
ま
れ
、

戸

H
U

Q
U
 

父
も
ま
た
オ
ー
バ
ー
ラ
オ
ジ
ッ
ツ
の
町
ヴ
ェ
l
ラ
ウ
と
ロ
ッ
ツ
エ
ン
ド
ル
フ
の
精
錬
所
の
監
督
だ
っ
た
。
『
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ

タ
デ
イ
ン
ゲ
ン
』
第
五
章
に
、
「
ラ
オ
ジ
ッ
ツ
の
生
ま
れ
で
、
名
は
ヴ
ェ
ル
ナ
！
と
一
一
一
一
口
っ
た
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
親
方
は
、
周
知
の
ご
と
く

こ
の
ヴ
ェ
ル
ナ
l
の
人
格
を
反
映
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

一
七
六
九
年
に
ヴ
ェ
ル
ナ
l
が
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
鉱
山
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学
し

た
頃
の
学
界
の
水
準
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
鉱
山
諸
学
は
一
七

O
O年
こ
の
方
勃
興
期
に
あ
っ
た
が
、
科
学
と
呼
ぶ
に
は
ま
だ
ほ
ど
遠
い
も

の
だ
っ
た
。
鉱
物
学
で
は
化
学
的
法
則
性
に
よ
る
分
類
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、

ま
だ
不
完
全
で
矛
盾
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
鉱
床

学
で
は
蓋
然
性
に
よ
っ
て
個
々
の
事
実
を
一
般
化
す
る
方
法
を
さ
ら
に
進
め
て
、
法
則
性
の
発
見
が
徐
徐
に
始
ま
っ
て
い
た
。
地
質
学
も
思

弁
的
空
論
の
域
を
抜
け
出
て
、
学
問
と
し
て
の
基
礎
を
固
め
始
め
て
お
り
、
鉱
山
測
量
学
は
数
学
の
応
用
に
よ
っ
て
、
単
な
る
技
術
か
ら
学



問
へ
の
道
が
拓
け
て
き
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
鉱
山
学
の
分
野
は
い
ま
だ
に
経
験
的
性
格
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
が
、

ケ
ル
ン
の
著
述
『
鉱
山

報
告
』
の
よ
う
な
知
識
の
体
系
化
が
始
ま
っ
て
い
た
。
鉱
山
機
械
学
も
、
物
理
学
や
工
学
の
進
歩
に
合
わ
せ
て
学
問
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

総
じ
て
自
然
法
則
の
認
識
と
応
用
が
、
鉱
物
資
源
の
生
産
と
不
即
不
離
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

へ
ン
ケ
ル
、
、
ゲ
レ

ク
ロ
ー
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
よ
う
な
学
者
た
ち
が
、
長
い
間
秘
密
の
ベ
l
ル
に
つ
つ
ま
れ
て
き
た
鉱
山
を
科
学

（幻）

的
分
析
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
増
産
に
貢
献
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
い
ま
だ
に
鉱
山
学
な
ど
は
、
揚
水
機
械
の
説
明
に
終
始
し

ノレ
ト、

フ
ォ
ン
・
オ
ッ
ベ
ル
、

で
満
た
さ
れ
た
。
や
が
て
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
で
の
研
究
の
の
ち
、

て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
、
若
い
ヴ
ェ
ル
ナ
l
の
知
的
好
奇
心
は
も
っ
ぱ
ら
、
鉱
坑
へ
下
り
、
見
聞
を
詳
細
に
メ
モ
す
る
こ
と（お）

一
七
七
四
年
二
十
四
歳
の
と
き
に
、
『
化
石
の
外
的
特
徴
に
つ
い
て
』

を
出
版
し
て
、
科
学
界
に
大
反
響
を
ま
き
お
こ
す
。
こ
れ
ま
で
不
完
全
で
怒
意
的
だ
っ
た
鉱
物
の
記
述
に
、
細
か
い
特
徴
の
観
察
に
よ
っ

て
、
確
固
た
る
法
則
性
を
賦
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
業
績
に
よ
っ
て
、

ヴ
ェ
ル
ナ
l
は
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
鉱
山
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授
に
招
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贈
さ
れ
る
。

『
普
遍
的
草
稿
』
に
、
「
ヴ
ェ
ル
ナ
l
の
流
儀
に
よ
る
、
学
問
体
系
の
取
り
扱
い
、
し
か
し
も
っ
と
普
遍
的
に
」
と
か
、
「
ヴ
ェ
ル
ナ
l
の
体

系
の
検
討
と
私
の
企
て
の
批
判
が
、
い
ま
最
初
に
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
仕
事
だ
」
と
あ
る
の
は
、
ヴ
ェ
ル
ナ
l
の
体
系
記
述
の
方
法
論
の
批
判

を
指
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
私
の
企
て
」
と
い
う
の
は
、
ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
独
自
の
「
百
科
全
書
学
」
の
構
築
を
意
味
す
る
。

そ
れ
は
恐
ら

く
、
ヴ
ェ
ル
ナ

l
の
「
鉱
山
百
科
全
書
学
」
の
講
義
や
、

の
と
思
わ
れ
る
。

ヒ
ン
デ
ン
プ
ル
ク
の
「
組
み
合
わ
せ
解
析
学
」
の
研
究
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
も

「
〈
今
や
わ
た
し
は
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
を
詳
細
に
吟
味
し

l
iそ
し
て
百
科
全
書
学
の
た
め
の
資
料
を
集
め
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
数
学
的
な
も
の
｜
｜
つ
い
で
そ
の
他
の
も
の
｜
｜
哲
学
、
道
徳
な
ど
は
一
番
最
後
に
。

V
」



『
普
遍
的
草
稿
』
は
、
こ
の
「
百
科
全
書
学
の
た
め
の
資
料
」
と
し
て
書
き
し
る
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
科
学
の
聖
書
」
を
め
ざ
し
て
書

政
治
学
、
美
学
、
宗
教
学
な
ど
か
ら
魔
術
に
ま
で
及
び
、

き
つ
け
ら
れ
た
こ
れ
ら
断
章
群
の
内
容
は
、
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
る
。
鉱
物
学
、
天
文
学
、
心
理
学
、
生
理
学
、
数
学
、
医
学
、
考
古
学
、

ま
さ
に
「
観
念
の
織
機
」

E
2ロ君。
σ
ω
Z
E
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
ノ
ヴ

ァ
l
リ
ス
の
こ
の
企
て
は
、
単
な
る
学
問
の
事
典
風
な
羅
列
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思
想
は
近
代
的
で
、
学
問

芸
術
の
境
界
を
取
り
払
っ
て
相
互
に
関
連
づ
け
、
人
間
の
多
彩
な
精
神
活
動
の
刺
激
的
な
せ
め
ぎ
合
い
の
糸
か
ら
普
遍
性
を
紡
ぎ
出
そ
う
と

す
る
企
て
だ
っ
た
。
普
遍
学
の
伝
統
に
の
っ
と
り
、

あ
る
」
と
い
う
確
信
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
確
信
を
一
証
明
す
る
第
一
歩
と
し
て
、

総
合
学
聞
を
打
ち
樹
て
よ
う
と
す
る
こ
の
壮
大
な
構
想
は
、

「
学
問
は
す
べ
て
一
つ
で

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
は
ま
ず
、

ヴ
ェ
ル
ナ
！
の
鉱

物
分
類
学
の
体
系
叙
述
の
方
法
の
検
討
に
取
り
か
か
る
の
で
あ
る
。

（五）
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ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
の
『
ヴ
ェ
ル
ナ
i
研
究
』
は
、

一
七
八
五
年
版
の
『
化
石
の
外
的
特
徴
に
つ
い
て
』
か
ら
の
抜
粋
と
注
釈
よ
り
な
っ
て
い

ヴ
ェ
ル
ナ
l
研
究
の
痕
跡
を
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

る
。
こ
れ
と
平
行
し
て
『
普
遍
的
草
稿
』
に
も
、

「
論
理
的
文
献
学
。
客
体
は
、

主
体
と
同
じ
く
ら
い
、
分
類
原
理
（
V
E
g－2
3
Z
8
4
ュR
S
に
役
立
つ
。
区
分
原
理
何
百
円
F
o
－－ロロ
mω
・

同
）
円
山
口
己
唱
を
区
分
さ
れ
た
各
部
分
に
従
っ
て
、
逆
に
ロ
B
m
o
w
s－
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
｜
｜
そ
し
て
そ
の
相
互
の
分
類
と
そ
の
完
全

な
併
合
に
よ
っ
て
、
分
類
の
過
程
が
解
明
さ
れ
吟
味
さ
れ
る
の
だ
。
区
分
の
原
則
開
E
p
o－－
zロ
旬
。

E
D己
g
R
と
区
分
さ
れ
た
も
の
と
は
、

相
互
に
利
用
し
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」

こ
こ
に
は
ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
独
特
の
相
対
的
思
考
法
が
働
い
て
い
る
が
、

そ
れ
は
す
で
に
『
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
ノ
i
ト
』
に
も
顕
著
な
特
徴
だ



「
内
部
と
外
部
」
「
有
限
と

無
限
」
「
微
分
と
積
分
」
の
よ
う
な
対
概
念
が
頻
頻
と
出
て
く
る
。
「
自
我
H
非
我
｜
｜
あ
ら
ゆ
る
学
問
と
芸
術
の
最
高
の
命
題
」
に
端
的
に

っ
た
。

一
七
九
五
年
以
降
に
書
き
た
め
ら
れ
た
ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
の
屠
大
な
断
章
群
の
中
に
は
、

「
自
我
と
非
我
」

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
の
対
概
念
は
対
立
す
る
有
限
者
を
包
み
こ
む
一
つ
の
総
合
を
意
味
し
て
い
る
。
彼
は
「
総
合
も

分
析
も
同
じ
で
あ
る
｜
｜
た
だ
ひ
っ
く
り
返
っ
て
い
る
だ
け
ロ
ロ
円

c
s
m
o
w
S
2」
と
も
一
一
一
口
う
。
こ
れ
ら
対
概
念
が
、
実
は
同
一
事
象
を
逆
の

表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

視
点
か
ら
眺
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
ノ
ヴ
ァ

i
リ
ス
の
確
信
は
、

右
の
分
類
学
の
断
章
の
文
脈
で
言
え
ば
、

「
分
類
原
理
」
と
「
分

類
さ
れ
た
も
の
」
と
の
相
互
に
分
類
し
合
う
関
係
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
こ
の
「
分
類
原
理
」
を
、
鉱
物
の
外
的
お
よ
び
内
的
特
徴
に
も
と
め
る
。
川
外
的
特
徴
と
は
、

五
感
で
知
覚
さ
れ
る

特
徴
の
集
合
で
あ
っ
て
、
形
体
、
結
晶
、
光
沢
、
断
口
、
透
明
度
、
条
痕
、
硬
度
、
感
触
、
重
さ
、
臭
い
、
味
な
ど
を
指
す
。

ω内
的
特
徴

燐
光
性
な
ど
、
例
産
出
場
所
（
地
理
的
出
自
）

の
よ
う
な
経
験
的
特
徴
の
三
つ
に
分
か
れ
る
。
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は
、
例
化
学
的
な
、
酸
・
水
・
火
な
ど
の
処
理
で
間
接
的
に
の
み
確
認
で
き
る
も
の
、

ω物
理
的
な
特
徴
で
、
摩
擦
に
よ
る
電
気
、
磁
気
、

ヴ
ェ
ル
ナ
！
は
さ
ら
に
上
位
の
特
徴
と
下
位
の
特
徴
と
を
区
別
し
、

そ
の
厳
密
な
定
義
づ
け
を
進
め
て
い
く
の
で
あ
る
が
、

わ
れ
わ
れ
は

こ
こ
で
ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
の
「
ヴ
ェ
ル
ナ
l
批
判
」
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、

「
動
植
物
界
か
ら
化
石
界
へ
の
変
化

門
出
）
号
窓
口
問
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
ず
」
「
化
石
が
隈
石
に
、

（お）

界
に
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
。
L

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
は
こ
れ
に
対
し
て
、
「
特
別
な
変
化
の
肯
定
は
、
二
つ
の
世
界
の
変
化
の
否
定
と
同
じ
く
ら

植
物
が
動
物
に
変
化
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

い
わ
ゆ
る
有
機
界
が
無
機

い
証
明
さ
れ
な
い
」
と
主
張
す
る
。
ま
た
「
形
体
変
化
司
25J10忌ロ門
HOEHMmg
か
ら
混
合
変
化
呂
町
与

g
m
ω
S
B
E
R
Cロ
m
g
が
規

定
さ
れ
得
る
か
」
と
い
う
ヴ
ェ
ル
ナ
！
の
聞
い
に
よ
っ
て
、
「
新
し
い
よ
り
高
度
の
、

両
者
を
包
含
す
る
学
問
の
批
判
」

が
始
ま
る
と
評
価

し
つ
つ
、
「
彼
の
答
え
は
き
わ
め
て
表
面
的
で
あ
る
」
と
批
判
す
る
。
さ
ら
に
、

形
体
変
化
と
混
合
変
化
と
の
相
互
作
用
、

す
な
わ
ち
化
石



の
外
的
特
徴
と
内
的
構
成
要
素
と
の
相
互
作
用
を
、

mw

旬
。

ω

－
x
w
吋
回
。
門
戸

に
の
み
確
認
さ
れ
る
も
の
、

「
理
論
家
に
論
理
的
満
足
を
与
え
る
だ
け

の
も
の
」
と
す
る
ヴ
ェ
ル
ナ
！
の
見
解
は
、
「
独
断
的
」
で
あ
る
と
反
駁
す
る
。

形
体
変
化
だ
け
で

ハ泊
v

あ
る
」 「

彼
は
両
者
が
等
し
い
と
す
る
論
拠
を
完
全
に
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
（
物
そ
れ
自
体
な
ど
）
。
彼
と
は
違
っ
て
、

（
方
法
だ
け
で
）
混
合
変
化
が
決
ま
っ
て
く
る
と
信
じ
て
い
る
観
念
論
者
は
、
魔
術
的
な
智
者
巧
宮
ω
R
I
B
l－
予
言
者
で

つ
づ
け
て
ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
は
、

ヴ
ェ
ル
ナ
l
が
独
断
的
で
あ
る
と
す
る
理
由
を
二
つ
挙
げ
る
。
そ
の
一
は
、
「
特
徴
の
相
対
性
」
何
色
町
三
ヲ

洋
州
諸
丹
念
円

ω可
H
H
6
5
5
0
で
あ
り
、
そ
の
こ
は
、
「
特
徴
が
偶
然
に
依
存
す
る
傾
向
L
ζ
E－
σ区
ロ
区
間
｝
内
皇
后
円

ωヨ
H
4
5
5
0
g
B
N
Z
Fロ

で
あ
る
が
、

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
が
こ
の
い
ず
れ
を
も
認
識
し
て
い
な
い
と
言
う
。
こ
こ
に
「
ヴ
ェ
ル
ナ
l
批
判
」
の
焦
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
事
象
の
相
対
性
を
重
視
し
、
自
然
に
お
け
る
偶
然
と
無
秩
序
を
積
極
的
に
容
認
す
る
。
こ
の
自

然
認
識
の
相
違
が
、
両
者
の
決
定
的
な
違
い
で
あ
る
。
外
部
の
変
化
と
内
部
の
変
化
の
相
互
作
用
を
じ
っ
く
り
と
観
察
す
る
な
ら
、

お
の
ず

か
ら
「
真
の
、
確
乎
た
る
関
係
と
法
則
」
に
到
達
で
き
る
と
ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
は
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
は
、
化
石
の
混
合
と
変

化
の
実
相
の
把
握
が
足
り
ず
、

と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
の
懸
案
だ
っ
た
「
内
部
」
と
「
外
部
」
の
連
関
の
認
識
が
欠
け
て
い
る
、

（六〉

地
味
の
上
に
、
製
塩
所
試
補
か
ら
郡
長
補
へ
の
昇
進
、

フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
で
の
勉
学
は
、
進
捗
し
つ
つ
あ
っ
た
肺
患
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
き
わ
め
て
実
り
多
い
も
の
だ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
豊
鏡
の

（
制
）

ヴ
ェ
ル
ナ
l
の
委
嘱
に
よ
る
国
内
の
地
質
学
調
査
な
ど
の
職
業
上
の
努
力
、
詩
作
品



の
充
実
、
世
界
観
の
深
化
と
い
う
よ
う
な
果
実
が
実
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
簡
略
に
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
時
代
の
成
果
に
つ
い
て
ま
と
め
て

み
た
い
。

そ
も
そ
も
職
業
上
の
必
要
か
ら
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
へ
赴
い
た
ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
で
あ
っ
た
が
、

は
か
ら
ず
も
過
渡
期
に
あ
っ
た
諸
科
学
の
新
理

論
に
触
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ガ
ル
ヴ
ァ
ニ
ズ
ム
、

リ
ッ
タ
ー
の
電
気
化
合
理
論
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
刺
激
理
論
、
化
学
に
お
け
る
燃
焼
と

化
合
の
理
論
、
微
積
分
学
や
組
み
合
わ
せ
解
析
、
鉱
物
分
類
学
や
鉱
物
百
科
全
書
学
が
そ
れ
で
あ
る
。
ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
も
ド
イ
ツ
観
念
論
の

提
起
し
た
「
主
体
」
と
「
客
体
」
の
連
関
に
取
り
組
ん
だ
が
、

お
そ
ら
く
化
合
理
論
や
徴
積
分
学
に
よ
っ
て
、

「
よ
り
高
い
調
和
」
の
領
域

を
一
層
は
っ
き
り
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
論
と
の
関
連
で
は
、
外
的
特
徴
と
内
的
特
徴

と
を
互
に
変
化
し
合
う
も
の
、
化
合
し
あ
う
も
の
と
し
て
理
解
し
、
全
体
を
「
よ
り
高
い
調
和
」
と
し
て
、

ひ
と
つ
の
「
綜
合
」
と
し
て
眺
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め
る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
「
分
け
ら
れ
た
も
の
」
を
究
極
的
に
「
合
ご
す
る
こ
と
、
鉱
物
学
に
お
け
る
「
分
類
」
と
「
体
系
」
は
、
「
分

析
」
と
「
綜
合
」
、
「
部
分
」
と
「
全
体
」

の
相
互
作
用
に
対
応
す
る
。
そ
し
て
こ
の
「
合
ご

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
、
同
一
事
象
を
逆
の
側

面
か
ら
見
て
い
る
あ
の
相
対
的
思
考
法
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
思
考
法
は
、
徹
底
し
た
自
然
科
学
研
究
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
深
め

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
ヴ
ェ
ル
ナ
l
研
究
』
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
で
の
自
然
科
学
研
究
は
、

そ
れ
に

先
立
つ
哲
学
研
究
で
の
成
果
を
基
礎
づ
け
、
検
証
し
、

さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
過
程
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ノ
ヴ
ァ

I
リ
ス
が
ど
ん
な
に
熱
心
に
自
然
科
学
研
究
に
、
と
り
わ
け
鉱
山
学
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
か
は
、
遺
さ
れ
て
い
る
数
多
く

の
断
章
、
師
の
ヴ
ェ
ル
ナ
l
に
宛
て
た
報
告
書
、
官
吏
と
し
て
書
い
た
業
務
報
告
書
な
ど
に
歴
然
と
し
て
い
引
い
そ
れ
は
同
時
に
、
ノ
ヴ
ァ

（必）

l
リ
ス
の
鉱
山
学
の
知
識
が
き
わ
め
て
秀
れ
て
は
い
た
が
、
十
八
世
紀
の
学
問
の
水
準
を
越
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
示
し
て
い

る
。
あ
る
断
章
で
「
八
ひ
ょ
っ
と
し
て
当
地
で
（
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
で
）
講
義
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
〉
」
と
書
い
て
い
る
の
も
、



ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
の
自
信
の
ほ
ど
を
伝
え
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ノ
ヴ
ァ
l
リ
ス
の
自
然
科
学
断
章
は
ま
た
、
変
革
期
に
あ
っ
た
世
紀
末
の
科
学
の
真
理
と
誤
謬
と
を
同
時
に
含
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば

7
ロ

l
ギ
ス
ト
ン

燃
素
（
熱
素
）
の
理
論
に
関
連
し
て
、
「
膨
脹
力
は
同
時
に
｜
｜
燃
素
的
で
｜
｜
酸
化
性
が
あ
り
｜
｜
陰
電
気
的
で
あ
る
。
重
力
は
反
燃

素
的
に
還
元
的
に
作
用
す
る
。
（
空
気
を
生
ず
る
。
）
」
と
い
う
よ
う
に
述
べ
て
い
る
し
、
ま
た
「
反
燃
素
主
義
者
は
酸
素
を
賢
者
の
石
に
し

て
い
る
」
と
皮
肉
っ
て
も
い
る
。
ヴ
ェ
ル
ナ

l
の
水
成
論
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
ヴ
ェ
ル
ナ
l
は
一
七
八
五
年
に
、
そ
れ
ま

ゲ

オ

ロ

ギ

l

ゲ

オ

グ

ノ

ク

i

で
主
観
的
な
推
測
に
過
ぎ
な
か
っ
た
地
球
構
造
学
を
根
本
か
ら
組
み
立
て
直
し
て
、
厳
密
な
観
察
に
基
づ
く
地
球
観
相
学
を
打
ち
樹
て
た

が
、
水
成
論
を
提
唱
し
て
地
質
学
史
に
名
を
と
ど
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
火
山
論
者
や
火
成
論
者
と
の
名
高
い
論
争
の
き
っ
か
け
を
つ
け
た

（

灯

）

か
ら
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
よ
る
と
、

原
初
の
地
球
は
原
始
の
海
ロ
コ
H
戸

O
R
に
お
お
わ
れ
て
お
り
、

」
の
海
に
溶
け
て
い
た
物
質
が
つ

ぎ
つ
ぎ
に
結
晶
し
て
地
殻
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
花
尚
岩
、
片
麻
岩
、
玄
武
岩
な
ど
が
結
晶
し
、

や
が
て
海
面
の
沈
下
に
よ
っ

-291-

て
陸
地
が
現
わ
れ
る
と
、
こ
れ
が
侵
食
を
う
け
て
堆
積
し
、
砂
岩
や
石
灰
岩
の
ご
と
き
成
層
岩
が
で
き
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
結
晶
は
す

ベ
て
水
溶
液
か
ら
の
み
で
き
る
と
い
う
こ
の
説
は
、

や
が
て
玄
武
岩
・
花
商
岩
は
火
成
岩
で
あ
る
と
す
る
J
・
ハ
ッ
ト
ン
ら
に
よ
っ
て
打
ち

破
ら
れ
る
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
は
変
成
作
用
の
観
念
が
ま
る
で
欠
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
然
と
世
界
の
生
成
に
関
す
る
こ
の
き
わ

め
て
夢
想
的
な
仮
説
は
、
あ
る
意
味
で
ロ
マ
ン
派
の
自
然
哲
学
と
通
い
合
う
も
の
が
あ
る
か
ら
、

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
の
資
質
と
共
鳴
す
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
相
叩
）

「
水
は
い
ず
れ
に
せ
よ
お
も
に
地
表
を
造
っ
た
。
」

と
か
、

「
火
成
作
用
の
産
物
は
蒸
留
に
よ
っ
て
水
を
生
じ
な
い
。

一
方
、
水
成
作
用
の
産
物
は
そ
れ
を
生
じ
る
。
」



と
書
い
て
い
る
し
、

「
水
は
液
状
の
炎
で
あ
る
」
「
す
べ
て
の
炎
は
水
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
。

」
れ
ら
の
断
章
は
、

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス

独
自
の
〉
ロ
包
o
m

－o思
考
を
示
し
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
水
成
論
を
裏
書
き
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
燃
素
論
や
水
成
論
へ
の
言
及
は
、
当

時
の
混
沌
た
る
科
学
界
の
正
直
な
反
映
と
み
て
よ
く
、

か
え
っ
て
ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
の
真
撃
な
勉
強
の
証
左
と
な
る
だ
ろ
う
。

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
が
ヴ
ェ
ル
ナ
l
に
宛
て
た
手
紙
は
、
尊
敬
と
恭
謙
の
念
に
あ
ふ
れ
、

い
か
に
そ
の
人
格
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る

の
で
あ
る
が
、
彼
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
か
ら
水
成
説
や
百
科
全
書
学
な
ど
を
受
け
継
い
だ
ば
か
り
で
な
く
、
分
類
と
体
系
化
と
い
う
学
問
上
の
方

法
論
に
も
影
響
を
う
け
た
。
し
か
も
そ
の
人
格
へ
の
傾
倒
と
は
別
に
、
き
わ
め
て
醒
め
た
限
で
師
の
『
化
石
の
特
徴
に
つ
い
て
』
を
批
判
的

に
研
究
し
て
、
自
ら
の
哲
学
研
究
の
成
果
を
深
め
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

（七〉

-292ー

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
の
詩
作
品
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
「
鉱
山
」
像
を
、
『
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
デ
イ
ン
ゲ
ン
』
を

例
に
引
い
て
考
え
て
み
た
い
。
第
一
部
第
五
章
が
そ
の
素
材
を
提
供
し
て
く
れ
お
w

こ
の
章
全
体
が
い
わ
ば
鉱
山
業
の
讃
歌
と
い
っ
て
い
い

」
こ
で
は

が
、
そ
れ
は
つ
ぎ
の
個
所
に
と
く
に
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
鉱
山
業
は
神
さ
ま
か
ら
祝
福
を
う
け
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

ど
ん
な
技
術
で
も
そ
れ
に
携
わ
る
者
を
幸
福
に
し
て
気
高

く
し
、
神
さ
ま
の
叡
智
と
摂
理
へ
の
信
仰
を
呼
び
覚
し
て
、
心
の
無
邪
気
さ
と
子
供
ら
し
さ
を
純
粋
に
保
つ
と
い
う
点
で
、
鉱
山
業
に
及
ぶ

も
の
は
な
い
の
で
す
か
ら
：
：
：
」

ノ
ヴ
ァ
！
リ
ス
は
ま
た
「
鉱
山
業
の
気
高
い
技
術
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
明
ら
か
に
こ
こ
に
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
「
鉱
山
」
は
現
実
と
は
違
う



も
の
で
あ
る
。
作
品
全
体
が
伝
統
的
な
メ

I
ル
へ
ン
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
文
体
と
モ
チ
ー
フ
に
表
わ
れ

る
。
ま
ず
文
体
は
簡
潔
で
明
断
で
あ
り
、
句
読
点
を
多
用
す
る
並
列
の
複
合
文
が
目
立
つ
。
文
体
か
ら
立
ち
の
ぼ
っ
て
く
る
印
象
は
、
静
議

で
倶
想
的
で
あ
り
、
坑
夫
の
特
性
を
そ
の
ま
ま
に
表
わ
し
て
い
る
。

モ
チ
ー
フ
は
つ
ね
に
単
純
な
二
元
論
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
人
間
は
、

「
貧
し
く
、
敬
度
」
で
、

純
粋
な
子
供
の
心
を
も
っ
人
々
と
、
「
欺
鵬
絞
滑
」
の
策
略
を
も
ち
、

金
銀
財
宝
を
求
め
る
人
々
と
に
分
れ
る
。

富
の
モ
チ
ー
フ
に
も
二
通
り
あ
る
。
地
上
の
「
商
品
と
な
っ
た
富
」
と
、
地
下
の
「
神
の
懐
に
い
だ
か
れ
た
富
」
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
総
じ

て
、
地
上
で
は
悪
が
支
配
し
、
地
下
で
は
善
が
支
配
し
て
い
る
。
坑
夫
に
と
っ
て
、
商
品
に
か
わ
っ
た
金
属
な
ど
「
何
の
魅
力
も
な
い
」
の

で
あ
り
、
彼
ら
は
「
わ
ず
か
な
給
料
を
心
か
ら
の
感
謝
を
も
っ
て
」
受
け
と
り
、
そ
れ
で
自
足
し
て
い
る
寡
欲
な
人
々
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
地
底
は
善
で
あ
る
と
い
う
ロ
マ
ン
化
さ
れ
た
象
徴
の
モ
チ
ー
フ
は
、

ロ
マ
ン
派
の
中
で
も
特
異
で
あ
る
と
言
え
る
。
ホ
フ
マ
ン
の
地
下

q
d
 

A
U
 

も
、
テ
ィ

i
ク
の
地
下
も
、

い
ず
れ
も
「
魔
的
な
も
の
」
を
ひ
そ
め
た
場
所
で
あ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
鉱
山
監
督
官
で
あ
っ
た
ノ
ヴ
ァ

ー
リ
ス
は
、
鉱
山
の
実
態
を
よ
く
心
得
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

A
・
ベ
ル
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、

一
七
五
六
年
の
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
鉱
山
に
は
、

（臼）

と
9

ほ
し
い
給
料
の
た
め
に
多
く
の
者
が
副
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
決
し

八
歳
の
子
供
か
ら
七
十
二
歳
の
老
人
ま
で
が
働
い
て
お
り
、

て
「
わ
ず
か
な
給
料
」
に
自
足
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実
と
は
異
な
る
象
徴
と
し
て
の
意
味
を
、
彼
の
「
鉱
山
」
に
付
与
し
た
。

第
一
に
、

「
坑
夫
」
は
大

地
の
内
部
を
営
為
の
対
象
と
す
る
ゆ
え
に
、
自
然
の
生
成
の
洞
察
者
で
あ
る
。

第
二
に
、
「
坑
夫
」
は
ノ
ヴ
ァ

i
リ
ス
の
理
想
の
時
代
、

ま

だ
「
調
和
」
（
綜
合
）
が
保
た
れ
て
い
た
あ
の
過
去
（
中
世
）

の
象
徴
で
あ
る
。

第
五
章
の
そ
こ
こ
こ
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
、
坑
夫
特
有
の
一
言
葉
（
「
ご
無
事
で
」

E
Cの｝
S
E
な
ど
）
や
独
特
の
服
装
描
写
や
坑
夫
の
歌
な

ど
が
、
「
詩
化
」
さ
れ
、
「
ロ
マ
ン
化
」
さ
れ
た
「
鉱
山
」
の
意
味
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
は
あ
る
断
章
で
、

「
学
問
的
な
、
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